
住宅系建築物における規模別省エネ法の基準適合状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜検討にあたっての注意点＞ 

・平成 27 年 4 月からは、新基準へ完全移行することになっているため、今後の適合状況につい

ては、不透明な部分もあり。 

旧基準では断熱性能が中心となっていたが、新基準では断熱性能に加え、住戸内の空調、換

気、給湯などの一次エネルギー消費量も対象となっている。 

・国は、省エネ基準の義務化を非住宅から段階的に行っていく予定。 

（2020(平成 32)年からは完全義務化） 

 

H22 H23 H24 H25

住宅30,000㎡以上

（不明値除く）
1 3 8 0

適合物件数・住宅30,000㎡以上

（不明値除く）
0 2 4 0
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H22 H23 H24 H25

住宅20,000㎡以上

（不明値除く）
2 13 9 4

適合物件数・住宅20,000㎡以上

（不明値除く）
0 9 4 0

0

4

8

12

16

H22 H23 H24 H25

住宅10,000㎡以上

（不明値除く）
14 21 15 15

適合物件数・住宅10,000㎡以上

（不明値除く）
5 11 8 2
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H22 H23 H24 H25

住宅50,000㎡以上

（不明値除く）
0 1 2 0

適合物件数・住宅50,000㎡以上

（不明値除く）
0 1 2 0
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H22 H23 H24 H25

住宅40,000㎡以上

（不明値除く）
1 2 3 0

適合物件数・住宅40,000㎡以上

（不明値除く）
0 2 2 0

0

1

2

3

4

※平成 25年度分のデータについては 

平成 26年 1月末までの集計値（参考値） 

住宅 

10,000 ㎡以上 

住宅 

20,000 ㎡以上 

住宅 

30,000 ㎡以上 

住宅 

40,000 ㎡以上 

適合率 

40.0% 

(26/65 件) 

適合率 

46.4% 

(13/28 件) 

適合率 

50.0% 

(6/12 件) 

 

適合率 

66.7% 

(4/6 件) 

 

適合率 

100% 

(3/3 件) 

 

住宅 

50,000 ㎡以上 

参考資料３－２ 


